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ライフログの取得と処理 －ウエアラブル，ユビキタス，車－ 
Capture and Processing of Life Log: Wearable, Ubiquitous, Automobile 
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Capturing  life log by electronic means enables us to record our daily life in detail. Because of developing technologies 
related to wearable, ubiquitous, mobile multimedia, we believe that we will be able to automatically capture and record our 
daily experiences. Research on the capture and retrieval of life logs is emerging quickly. The resulting amount of data is 
enormous, then automatic or semiautomatic ways to retrieve desired part  is indispensable. We have been investigating 
capture and processing of life log in three different scenarios; the three different capture systems are a wearable system, a 
ubiquitous system and a automobile based system, which are described in this paper. 

 

1. はじめに 
日常生活，体験のデジタル化が我々の研究の課題である．

例えば，一生分の体験ログを映像として残すことができるだろう

か．大変な長時間記録になる．圧縮技術，HDD などの蓄積技

術の進歩や小型でウエアラブルやユビキタスになってきた情報

機器の進展のおかげでハードウエアの壁は低くなっている．し

かしながら，かりに長期間の体験映像を残せたとしても，膨大に

残してしまったものの中からどのように欲しい映像をとってくるの

かが大きな問題になる．現在，筆者らはライフログの取得と処理

について，おおよそ 3 通りの試みを行っており，それらは，(１）ウ

エアラブルシステムによるライフログの取得と処理，（2)車載セン

サによるログの取得と処理，（3)ユビキタスシステムで取得された

ライフログ処理，である．本稿では，これらの試みについて述べ

る． 

2. ウエアラブルによる取得と検索 
我々のグループでは、ウエアラブルシステムによる長時間デ

ータの取得、データの効率的な検索に関して研究を進めている

[2-8]．映像検索では，広くコンテンツに基づく検索が議論され

てきたが，極めて冗長な生活記録の場合には，コンテンツに基

づく手法に十分な機能を期待できない． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
人の追想と同様に，体験記録の場合には，コンテンツそのも

のよりも状況を表すコンテキストが役に立つと考えられる．このた

め，我々は，コンテキストに基づく検索の研究を進めてきた．こ

のため，映像や音声の取得ばかりでなく，GPS，ジャイロ，加速

度センサ等を用いている．図 1 に取得するデータ，図 2 に第 2
バージョンの取得システム外観を示す． 

ジャイロ，加速度センサの出力はオンラインで処理し，ユーザ

の振る舞いを歩，走，止の 3 状態で分類する．また，フリーテキ

スト形式のアノテーションを，ケータイや検索時のインタフェース

上で加えることができる．主観的な状況をみるために，脳波とい

った生理データも必要に応じて用いてきた． 
ＧＰＳの位置データを有するため，電子地図に含まれている

店や施設に関してのデータベースを併せて用いることで、店の

名前で映像を検索することもできる．いわば，キーワードの付与

されていない映像を店の名前や業種のキーワードで探すことが

できる．そのインタフェースを図 3 に示す． 
ウエアラブルシステムでは，文書や電子メール、Web のペー

ジの記録を行い，ユーザの様々なデスクワークを記録することも

できる．MSOffice のアプリケーションと PDF に関しては，そのオ

リジナルとテキスト変換データを保持し，文書内のキーワード で
の検索も可能にしている． 

以上のように，現状では映像に合わせてのコンテキストデータ

の取得とそのコンテキストデータによるナビゲーションでの検索

を進めてきた．現在，システムの評価を進めると共にコンテキスト

データを様々な視点からのサンプリングすることによる要約とマ

イニングを行っている． 
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図２ 概観 

 

図１ウエアラブルで取得するデータ 

   図３ 検索インタフェース 
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3. 車載映像の取得と処理 
車は，日常の移動，旅行など生活の様々な局面で現れる．車

載カメラ等のセンサによる記録は車での移動の有効なログとし

て活用できると考えられる．旅行の場合には，追想のための記

録として役立つであろうし，通勤など日常的な車の移動であっ

たとしても，長期間の記録となれば，突発的，短期的及び長期

的な交通の変化や街並みの変化を映し出すであろう．現在，街

並みの変化に焦点をあて，車載映像からの類似検索，相違検

出についての試みを進めている[7].  
前述のウエアラブルシステムを車載へ転用し，センサとしては，

カメラとＧＰＳのみを用いている．ＧＰＳの粗い位置情報を補間し

ての比較，距離に基づく区間相当の映像に対し，そのエッジ射

影を利用したマッチングを行うことで，類似検索と車の位置合わ

せがかなりの精度で行えることを確認した．さらに，この検討を

基に，長期間に渡る映像ログからの相違検出を試みている． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

4. ユビキタスによるライフログの取得と処理 
 ウエアラブルセンサに加えて，環境に埋め込まれたセンサ

の利用も現実味を帯びつつある．環境センサをコンテキストとし

て利用するための試みを始めており[8]，NICT（けいはんな）に

て 2004 年に構築されたユビキタスホーム[1]でのデータ取得実

験とその処理を進めた． 
 データ取得では，２ＬＤＫのユビキタスホームに 2 名の学生

が 5 日間滞在し，その滞在期間中のデータを取得した．ウエア

ラブルのセンシングシステムも装着し，ユーザの内側からと外側

（環境側）からのデータを取得している． 
まず，環境センサとして，屋内に配置された２０台ほどのカメラ

（各部屋には 4 台程度），及び 18cm 間隔で配置された床の圧

力センサを用いた．従って，カメラのデータに対して，人や物の

重みに０/1 で反応する床センサがコンテキストデータとして加わ

っている． 
床データに対して以下の処理を行った， 
(1) 床データからのステップの検出 
(2) クラスタリングによる歩行とそれ以外の分類 
(3) 複数のユーザの歩行軌跡のセグメンテーション 
この一連の処理により，映像データに対して動対象のタグ付

けができる．なお，20 台余のカメラでは動対象が写っているもの

はわずかであり，人手での長時間の閲覧は困難である． 
さらに， 
(1) 空間とカメラ群との対応付け 
(2) 動きを考慮したビデオハンドオーバー処理 

を行うことにより，自動的にユーザの動きを追いかけデータベー

ス中の映像読み出しの切り替えを行うことができた．その一例の

キーフレームを以下の図に示す．あたかも人が切り替えるように

映像の切り替えが行われる． 
 さらに，環境センサとウエアラブルセンサの相互利用を進め

て，ユーザー中心の視点と環境からの視点を統合した仕組みの

検討を進めつつある． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

5. まとめ 
 長時間記録データの処理の一つとして，ライフログに関する

テーマを取り上げた．まずは，検索が大きな問題となる．ウエア

ラブルとユビキタスセンサの利用について述べ，我々の取り組

み，今後の課題について紹介した． 
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 図 6 ビデオハンドオーバー： 
位置情報とトラッキングによる要約 

 
    図 5 車載映像のＧＰＳを併用した検索 左からクエリ画像， 

ＧＰＳのみでの検索，ＧＰＳと画像特徴を併用した検索 

 

図 4 車載機器の 
配置 
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